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９ ガス

►ガスの使用

● 地域によって供給されるガスの種類が異な

ります。確認のうえ使用熱量に合った器具を

使用してください。

● ガスが完全に燃焼するには多量の空気が

必要です。部屋の換気をよくし、バーナーの

空気口の調整をすることが大切です。不完全

燃焼のガスは臭気もなく有毒な一酸化炭素が

含まれています。十分注意してください。

● 揚げ物の途中、ガスを点火したままそばを

離れないでください。鍋の中の油の温度は意

外に早く高温になり、引火しやすく、火災の多

くの原因となっています。

● 長期不在のときは元栓も締めてください。

►ガス中毒防止の６つのポイント

① ガス器具、ゴム管は、ガス会社の検査済の

優良品が安心です。

② ゴム管は固く十分に差し込んで、両端を安

全バンドでしっかり止めてください。

③ 差込口のゆるくなったゴム管は切りつめ、古

いゴム管は新しいゴム管に取り替えてください。

また、ビニール管は危険ですから使用しない

でください。

④ 小さい部屋は換気に十分注意してください。

⑤ コンロなどはときどき手入れして、バーナー

ホールをよく掃除してください。

⑥ 使用しないときは、器具栓、元栓の順に確

実に閉めてください。

〈ガス漏れに気づいたときには〉

ガス臭い、ガスが漏れているのではないかと

気づいたときには、

① まずガスの元栓を締めましょう。

② 次にドアや窓を全開して、早くガスを室外へ

追い出すようにしましょう。

③ 火気はもちろん禁物ですが、電気のスイッチ

（換気扇や照明器具など）もさわらないでくだ

さい。

④ 十分に換気ができたことを確認しましょう。

⑤ ガス会社に連絡をして点検をしてもらいまし

ょう。ガス爆発は大変な惨事となることをいつ

も考えて行動してください。

※ ガス漏れ事故を未然に防止するため、ガス

漏れ警報器をつけることをおすすめします。

10 水道

►水道の元栓

水道の元栓（位置を確認しておきましょう）を

右に回して締めると、あなたの住戸の全部の水

が出なくなります。万一のときにご使用ください。

☆ご注意☆

メーターボックス内へは絶対に物を入れない

でください。物が入っていると、修繕や検針がで

きませんし、メーターの故障や水漏れの原因に

もなり、他の方の迷惑になります。

►断水

断水は、停電、機械の故障、水道工事、また

は水の使用量が急激にふえた場合に起こりま

す。




